
早
急
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
排
出
源
特
定

環
境
省
検
討

専
門
家
会
議
目
標
超
過
地
点
の
９８
％
が
不
明

全
管
連
斉
藤
国
交
相
を
表
敬
訪
問

十
分
な
予
算
・
人
員
な
ど
要
望

環
境
省
は
３
月
２８
日
、
東

京
・
中
央
区
の
銀
座
ユ
ニ
ー

ク
で
第
２
回
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル

・
ポ
リ
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル

化
合
物
）
に
対
す
る
総
合
戦

略
検
討
専
門
家
会
議
」
（
座

長
・
平
田
健
正
和
歌
山
大
学

名
誉
教
授
）
を
開
催
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
有
害
物
質
を
含

む
化
学
物
資
で
環
境
省
が
実

施
し
た
調
査
に
よ
る
と
国
の

暫
定
的
な
目
標
値
を
超
え
た

地
点
の
９８
％
で
排
出
源
を
特

定
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
同
専
門
家

会
議
で
は
排
出
源
の
早
急
な

特
定
へ
自
治
体
に
新
た
な
調

査
方
法
を
示
す
こ
と
な
ど
を

確
認
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
人
工
的
に
作

ら
れ
た
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

の
総
称
。
こ
の
う
ち
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ

ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ

ン
酸
）
は
水
に
溶
け
や
す
く

長
く
環
境
に
残
留
す
る
と
い

う
特
性
を
活
か
し
、
泡
消
火

剤
や
精
密
機
器
の
製
造
、
フ

ラ
イ
パ
ン
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

剤
、
は
っ
水
ス
プ
レ
ー
な
ど

幅
広
い
用
途
に
使
わ
れ
て
き

た
。
米
国
の
研
究
で
は
有
害

物
質
と
し
て
発
が
ん
性
や
子

供
の
成
長
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
も
公

共
用
水
域
や
地
下
水
か
ら
局

地
的
に
高
い
濃
度
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
関
係
自
治
体
や

地
元
住
民
は
速
や
か
な
対
策

の
実
施
を
求
め
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
の
環
境
省

調
査
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
が
暫
定
的
な
目
標
値
を

超
え
た
１３
都
府
県
８１
地
点
の

う
ち
９８
％
に
あ
た
る
１２
都
府

県
７９
地
点
で
排
出
源
が
特
定

で
き
な
か
っ
た
。
残
り
２
％

の
大
分
県
の
２
地
点
で
は
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
扱
っ
て
い
た
工
場

敷
地
内
の
井
戸
を
排
出
源
と

し
て
特
定
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
専
門
家
会
議
で
は
排

出
源
を
速
や
か
に
特
定
で
き

る
効
果
的
な
調
査
方
法
な
ど

を
国
が
示
し
、
排
出
源
の
可

能
性
が
あ
る
施
設
や
工
場
な

ど
の
情
報
を
国
と
自
治
体
が

緊
密
に
共
有
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
た
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
３
月
２２
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
国
土
交
通
省
で
斉
藤

鉄
夫
国
土
交
通
相
を
表
敬
訪
問
し
、
来
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
国
交
省
に
移
管
さ
れ
る
水
道
整
備
・
管
理
行

政
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
と
く
に
藤
川
会
長
は
十
分
な
予
算
・
人
員
配
置
や
適
正

利
潤
・
適
正
工
期
の
確
保
、
技
術
者
・
技
能
者
の
各
種
資
格
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
要
望
。
こ
れ
を
受
け
て
斉

藤
国
交
相
は
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

政
府
は
３
月
７
日
、
厚
労

省
が
所
管
す
る
水
道
行
政
を

国
交
省
、
水
質
基
準
関
係
業

務
を
環
境
省
に
移
管
す
る

「
生
活
衛
生
等
関

係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
案
」
を

閣
議
決
定
し
た
。

今
通
常
国
会
で
の

法
案
審
議
・
成
立

を
経
て
２
０
２
４

年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
、
新
体
制

に
移
行
す
る
予
定
だ
。

当
日
の
表
敬
訪
問
は
藤
川

会
長
を
は
じ
め
、
斉
藤
国
交

相
の
高
校
の
後
輩
で
あ
る
高

原
豊
明
広
島
県
管
工
事
協
同

組
合
連
合
会
会
長
（
広
島
市

指
定
上
下
水
道
工
事
業
協
同

組
合
理
事
長
）
と
粕
谷
明
博

全
管
連
専
務
理
事
が
同
行
。

ま
た
斉
藤
国
交
相
が
所
属
す

る
公
明
党
か
ら
大
口
善
徳
衆

議
院
議
員
（
上
水
道
・
簡
易

水
道
整
備
促
進
議
員
懇
話
会

会
長
）
、
石
田
祝
稔
前
衆
議

院
議
員
（
同
懇
話
会
前
会

長
）、山
崎
正

恭
衆
議
院
議

員
ら
が
同
席

し
た
。

意
見
交
換

に
先
立
ち
藤

川
会
長
が
斉

藤
国
交
相
に

現
場
の
技
能

労
働
者
の
賃

金
ア
ッ
プ
や

公
共
工
事
設

計
労
務
単
価

の
前
年
度
比

５
・
２
％
の
引
き
上
げ
な
ど

仕
事
の
励
み
と
な
る
施
策
に

感
謝
の
意
を
表
明
し
た
。

水
道
行
政
移
管
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
踏
ま
え
、
管
工
事
業
界

に
関
連
す
る
給
水
装
置
工
事

や
水
道
配
水
管
工
事
な
ど
が

適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
十

分
な
人
員
・
予
算
措
置
に
配

慮
を
求
め
た
。

適
正
利
潤
・
適
正
工
期
の

確
保
で
は
全
管
連
所
属
企
業

の
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
災
害
時
の
水
道
管
路

の
応
急
復
旧
応
援
体
制
な
ど

が
維
持
で
き
る
か
強
く
懸
念

さ
れ
る
と
説
明
。
管
工
事
業

者
が
今
後
も
存
続
し
、
災
害

時
の
使
命
を
十
分
に
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
平
時
か

ら
管
工
事
業
者
に
適
正
利
潤

・
適
正
工
期
に
配
慮
し
た
工

事
が
発
注
さ
れ
る
よ
う
関
係

者
へ
の
指
導
・
助
言
を
は
じ

め
と
す
る
効
果
的
な
取
り
組

み
を
訴
え
た
。

各
種
資
格
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
水
道
配
水
管
工

事
や
給
水
装
置
工
事
に
か
か

わ
る
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
・
配
管
技
能
者
な
ど
の

資
質
の
維
持
・
向
上
が
図
れ

る
よ
う
下
水
道
分
野
の
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

と
対
比
し
つ
つ
検
討
を
進
め

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

全
管
連
の
熱
心
な
要
望
・

説
明
・
意
見
に
理
解
を
示
し

た
斉
藤
国
交
相
は
「
国
交
省

へ
の
移
管
は
水
道
関
係
者
に

と
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
思

う
。
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。
建

設
業
界
は
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
各
業
種
と

も
潜
在
的
な
パ
ワ
ー
が
あ

る
。
管
工
事
業
業
界
も
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込

め
て
激
励
し
た
。

左から石田前衆院議員、山崎衆院議員、大口
衆院議員、斉藤国交相、藤川会長、高原会長

藤川会長斉藤国交相
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